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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

令和元年 
いせん寺子屋スタート

7月27日（土）・28日（日）
プロの作家・編集者が直接教える
読書感想文の書き方のコツ



　

国
は
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下

「
オ
リ
パ
ラ
」）の
成
功
に
向
け
、全
国
自
治

体
が
大
会
参
加
国
・
地
域
の
選
手
を
受
け

入
れ
、多
く
の
市
民
と
交
流
す
る
機
会
を

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
事
業
」
と
呼
ば
れ
、内
閣
官
房

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
本
部
事
務
局
が
、多
く
の
自
治
体
に

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
り
、
様
々
な
国
を

受
け
入
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
現
在
で
、
３
８
１
の
地
方

自
治
体
が
登
録
に
至
り
、こ
の
多
く
は
具

体
的
な
取
組
み
を
既
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、伊
仙
町
は
闘
牛
の

繋
が
り
を
ベ
ー
ス
に
、未
登
録
の
国
か
ら

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
提
携
の
可
能
性
を
探
り
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と
の
登
録

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
」

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
パ
ラ
を
越
え
た
、末
永
い
交
流
の
礎

と
な
る
質
の
高
い
取
組
み
を
加
速
さ
せ
る

た
め
に
、他
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
調
査
事
業
に
、
伊
仙
町

が
選
定
さ
れ
、内
閣
府
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

７
月
、
現
地
へ
飛
び
ま
し
た
。

特 集
〈ボスニア・ヘルツェゴビナ概要〉

正式国名
ボスニア・
ヘルツェゴビナ

（BH）

国名由来
首都サラエボ市郊外に源を発する

「ボスナ川」とハンガリー語で侯爵
を意味する「ヘルツェグ」に由来。

首都 サラエボ。現人口は 275,000 人。
1991 年の紛争前は 527,000 人。

特徴

1995年の紛争終結以来、セルビ
ア系を中心とする「スルプスカ共
和国」とボシュニャク人、クロア
チア系を中心とするボスニア・ヘ
ルツェゴビナ連邦の二つの主体
で構成される分権的国家。

面積 51,197㎢（九州＋四国程度）

独立
1992 年3月に住民投票によって
旧ユーゴスラビア社会主義連邦
共和国から独立

言語
憲法上、ボスニア語、セルビア語、
クロアチア語が公用語とされて
いる

宗教 イスラム教、セルビア正教、カト
リック等

産業 主に木材業、鉱業、電力、農業など

気候

内陸性気候で、首都サラエボは標
高500m に位置する盆地のため、
夏は乾燥し暑く（40℃超えも）、冬
は降雪と共に気温が下がり長く厳
しい（-20℃にも）

　歴史上は、BC4 世紀頃からこの地に人が居住し
始め、これまでイリリア人、ローマ人、スラブ人、オス
マントルコ、オーストリアなどの支配を受けながら、
第 2 次世界大戦を挟んで王政ユーゴスラビアと社会
主義ユーゴスラビアとしての体制を築いてきました。
ただし、多くの方の記憶に新しいのは、1992 年に
勃発した3勢力が紛争に関わった紛争かと思います。
これは第 2次世界大戦後の欧州では最大規模の紛争
となりました。

ボスニア・
ヘルツェゴビナ
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行
程
は
７
月
４
日
～
７
月
11
日
、
ト
ル

コ
航
空
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
経
由
、
20

時
間
以
上
の
長
距
離
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。

主
な
訪
問
先
は
、①
ボ
ス
ニ
ア
オ
リ
パ
ラ

委
員
会  
②
ボ
ス
ニ
ア
外
務
省
科
学
技
術
・

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
部  

③
在
ボ
ス

ニ
ア
日
本
大
使
館  
④
在
京
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
大
使
館  
⑤
ボ
ス
ニ
ア

闘
牛
協
会  

⑥
世
界
文
化
遺
産
モ
ス
タ
ル　

⑦
地
方
闘
牛
大
会
観
戦
、
と
い
う
行
程

で
し
た
。

　

９
月
20
日
か
ら
は
５
日
間
の
予
定
で
、

在
京
ボ
ス
ニ
ア
大
使
、
ボ
ス
ニ
ア
闘
牛

協
会
会
長
、
在
ボ
ス
ニ
ア
大
使
館
一
級

書
記
官
、
内
閣
府
ス
タ
ッ
フ
が
伊
仙
町

を
訪
れ
る
予
定
で
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

調
印
式
を
始
め
、
小
学
校
の
訪
問
や
交
流

会
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
、
ボ
ス
ニ
ア
国

へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈ボスニア・ヘルツェゴビナ（BH）主な協議内容〉

オリパラ
委員会

（NOC・NPC）

・2020年の本番に合わせ、元柔道欧州チャンピオンのNOC委員長と、
メダルも狙える女子柔道無差別級選手との 2 人で徳之島を訪れた
いとの意向を確認。日本選手にも優勝を狙える選手がおり、来年の
この試合は、ぜひ注目していただきたい。

・国の成り立ちとして、政治的、民族的に難しい課題を抱えてはいるが、
スポーツを通じてその課題を乗り越えることは可能と信じている。

ボスニア
外務省

・内戦後の日本政府の尽力には心から感謝申し上げる。街の復興の
みならず、スポーツの支援なども大変助かっている。

・柔道はボスニアのみならず欧州全体でも人気のあるスポーツで、
そこを通じての交流は素晴らしい。闘牛を通じての交流というの
にも期待している。

在ボスニア
日本大使館

・一級書記官には通訳からガイドまで、滞在中多大なご協力を頂く。
また大使公邸にお招きいただき、闘牛関係者と共に夕食会の場を
設けて頂いた。

在京ボスニア
大使館

・大使は元々農業経済の博士号取得者であり、地域開発などを専門
とするため、日本の離島の農業、地域の在り方など、個人的にも大変
興味を示されていた。

ボスニア
闘牛協会

・開催資金はスポンサーと寄附金のみで公金はなし。私有地を利用し
ての開催なので、使用料や広告料が主にかかる。

・大規模な平原での開催のため、適地調査＋参加者要望調査を大規模
に実施。その結果、参加者が自発的に来たい仕組みが必要と分かり、
闘牛大会の脇で、競馬、石投げ、スポーツ大会など様々な参加型イベ
ントを組み合わせることで、最大集客 10 万人を記録。今年は 7 月
28日に国内最大大会を開催し、文化とツーリズムの複合的お祭りと
位置づけている。

世界文化遺産
モスタル

（NPO Little 
Bridge）

・2015 年 1月、日本政府ODA による「スポーツ活動を通じた地域融
和のためのモスタル市スポーツセンター改修計画」贈与契約調印式
があり、NPO法人「Little Bridge」が設立される。発起人は元日本
代表キャプテンであり現ガンバ大阪監督の宮本恒靖氏。この NPO
と伊仙町は協働でボスニア招聘予定。

地方闘牛大会
観戦

・会場は草原に広いリングを柵で区切り、観客は策の外側に張られた
テント内で、飲食、飲酒しながら取り組みを応援したり語らう。EU
基準で角先は 1cm 程度削るルール。

・徳之島の番付表には地元の闘牛愛好家が反応を示す。

・最終番付で競りながら勝った牛には、聴衆がなだれ込み、周囲を囲み
胴上げしたり闘牛へキスしたり、興奮冷めやらない様子は徳之島同様。
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阿
権
小
学
校
で
全
校
児
童
に
よ
る
稲
刈
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。毎
年
、行
わ
れ
て
い
る
恒
例

行
事
と
な
っ
て
お
り
、植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
学
校
と
集
落
が
協
力
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。収
穫
前
に
、先
生
か
ら
、鎌
を
使
っ
て

稲
刈
り
を
行
う
の
で
、怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
後
は
、早
速
稲
刈
り
へ
。子
ど
も
た
ち
は
、

器
用
に
鎌
を
扱
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
し
た
稲
穂
を
束

ね
て
結
ぶ
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
２
学
期
の

後
半
に
保
護
者
と
集
落
の
方
々
も
参
加
し
て
、

餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、
お
餅
が
振
る
舞
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
は
、
例
年
と
比
べ
る
と
生
育
が
悪
く
、

収
量
は
あ
ま
り
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
く
と「
足
元
が
ぬ
か
る

ん
で
い
て
、や
り
に
く
か
っ
た
け
ど
、で
き
て
良

か
っ
た
」「
根
元
に
鎌
を
引
っ
付
け
て
で
き
た
」

「
人
に
向
け
て
鎌
は
使
わ
な
い
」な
ど
、稲
刈
り

を
通
し
て
、鎌
の
使
い
方
や
安
全
面
に
つ
い
て

学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

ヒモでくくって、稲穂を集めます 根本から手際よく刈り取る児童

鎌を使う際の注意事項について、説明
がありました

現在も使用している足踏み脱穀機

阿
権
小
学
校
で
稲
刈
り

08
01

　

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
徳
之
島

き
ず
な
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
運
用
開
始

の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
内

で
は
大
隅
広
域
図
書
館
に
次
い
で
２
例
目
、

離
島
で
は
初
の「
共
同
利
用
型
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
な
り
ま
す
。

　

徳
之
島
三
町
の
図
書
館（
室
）を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
結
び
、三
町
ど
こ
で
も
本
の
貸
出
・

返
却
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
蔵
書
の
検
索
・
予
約

が
で
き
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し

ま
し
た
。
小
さ
い
お
子
様
の
読
み
聞
か
せ
用
の

絵
本
を
探
し
た
り
、
郷
土
資
料
を
探
し
た
り

効
率
的
に
探
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
図
書
館

（
室
）
が
主
催
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

告
知
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共同利用型図書館ネットワークの説明

徳之島きずな図書館ネットワークのホームページ

鹿児島県内で２例目となる運用がスタート

「
徳
之
島
き
ず
な
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
運
用
が
開
始

07
23
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徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」

癒
て
ぃ
な
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
徳
之
島
管
内　

水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
む
ら
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
三
善 

浩
二
氏
に
よ
る

「
む
ら
を
育
て
る
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
美
し
い
農
村
を
維
持
し
て
も

ら
い
た
い
。
田
舎
に
都
会
か
ら
多
く
の
人
た

ち
が
訪
れ
る
の
は
、
農
村
に
美
し
い
景
観
が

残
っ
て
い
る
か
ら
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
集

落
と
農
業
の
関
係
性
に
つ
い
て
、「
農
業
が
あ

れ
ば
、
集
落
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
持
論
を

述
べ
ら
れ
、
今
の
う
ち
に
農
業
の
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
参
加
者
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
農
地

と
は
先
人
た
ち
の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
で
す

よ
。
先
人
が
何
千
回
と
耕
し
て
き
た
こ
と
が
、

今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
次
の

世
代
へ
農
地
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

徳
之
島
管
内

水み

ど

り

土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
大
会

08
02

08
02

南西糖業から今期のさとうきびの作付面積など
について、報告説明がありました

第1部　講演会「むらを育てる」 第２部　各組織による事例発表

関係者全員で頑張ろう三唱を行いました

水土里サークル活動支援協議会から
各組織へ伝達事項の説明がありました

夏植え面積拡大に向けて、関係者へ激励のあい
さつを行なう大久保 町長

さ
と
う
き
び
夏
植
え
出
発
式

　

伊
仙
町
役
場
で
、
さ
と
う
き
び
夏
植
え
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
台
風
24
号
、

25
号
に
よ
っ
て
、
さ
と
う
き
び
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
前
年
度
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

伊
仙
町
に
お
け
る
今
期
夏
植
え
の
目
標
面
積

１
７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
達
成
に
向
け
て
、農
家

と
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

春
植
え
に
つ
い
て
は
、２
年
連
続
で
増
加
し
、

伊
仙
町
に
お
い
て
は
、今
期
春
植
え
は
35
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
穫
予
定

面
積
は
前
期
よ
り
も
減
少
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
期
の
夏
植
え
で
目
標
面
積
を
達
成

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
関
係
者
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

日
差
し
の
強
い
高
温
時
に
作
業
を
行
う
際

に
は
、水
分
を
こ
ま
め
に
取
り
な
が
ら
、時
折

休
息
を
挟
む
な
ど
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

第
２
部
の
事
例
発
表
で
は
、景
観
形
成
活
動

に
つ
い
て
徳
之
島
三
町
か
ら
各
１
組
織
が

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
会
や
青
年
団

な
ど
と
協
力
し
た
清
掃
活
動
に
よ
る
景
観
保

全
の
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

各
組
織
で
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
参
加

者
の
固
定
化
及
び
高
齢
化
と
い
う
こ
と
で
す
。

若
手
の
農
業
従
事
者
に
活
躍
し
て
も
ら
い
、

集
落
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
語
り
、後
継
者
育
成
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
な
か
な
か
難
し
い
と
現
状
の
課
題
も

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
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大島地区ジュニアリーダー研修会
令和元年度　社会教育指導者養成事業

三町リーダーキャンプ研修会
三町子ども会育成連絡協議会

　 ７月 26日（ 金 ）～ 28 日（ 日）
に県立奄美少年自然の家にて、

「大島地区ジュニアリーダー研修
会」が開催されました。大島郡
内の中学生及び高校生が 20 名
参加し、当町から伊仙中学校の
生徒が２名参加しました。

　７月 30 日（火）～ 31日（水）に、天城町
与名間ビーチにて、「三町リーダーキャンプ
研修会」が行われました。三町の各子ども
会から 30 名の子ども達が参加し、そのうち
当町の各子ども会から15名の子ども達が参加
しました。研修会では、リーダー論や人権教育
を学習したり、レクリエーションや海洋体験
の活動を通して、初対面の子ども達と仲良く
なり交流を深めることができました。

　伊仙中学校２名の生徒は体験
活動等を通じて、積極的に行動・
発言をするなど、リーダーの役割
を認識するだけでなく、他校の
生徒とも交流をし、互いに協力を
しながら活動を進めていました。
３日間、充実した研修会を過ご
していました。
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伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き
月日 行事 場所

7/16（火） 第2回 死亡獣畜処理施設検討会 天城町

17（水）

徳之島空港ビル「空港ビル取締役会の署名・捺印」

伊仙町

AGF社長 来島「コーヒー主担当変更による挨拶と
今後の取り組み方について」

22（月）

県庁環境林務部藤田部長来庁
「世界自然遺産登録、夏の現地調査に向けた
意思統一・意見交換」

介護保険運営協議会及び地域包括支援センター
運営協議会

23（火） 徳之島三町共同利用図書館開始セレモニー 徳之島町

26（金） JAあまみ伊仙町肉用牛振興会総会
伊仙町

28（日） Ｎツアーチャータークルーズ
ぱしふぃっくびぃなす号歓迎闘牛大会

30（火）
奄振事業予算要請活動

東京都
国関係者との意見交換会

31（水） JAあまみ徳之島地区さとうきび部会総会 徳之島町

8/1（木） 耕地課シンポジウム講演者三善（ミヨシ）氏
表敬訪問

伊仙町

2（金）

さとうきび夏植え出発式

徳之島管内水土里サークル活動推進大会

社会福祉法人南恵会
令和元年度「ふれあい夏まつり」 徳之島町

6（火） 徳之島地区森林組合理事会 伊仙町

7（水） 離島行政懇談会
鹿児島市

8（木） 市町村政研修会

9（金）
区長会

伊仙町第2回 町民体育祭準備委員会

10（土） クリーンセンター職員技術研修報告会

　伊仙町のみなさんこんにちは。伊仙町地域おこし協力隊の
宮出です。暑さも少し和らぎましたが、いかがお過ごしでしょ
うか？面縄にてコーヒーの事を知ってもらう場所として、手作
りしているお店『コーヒーの木研究所』ですが、夏休みには、
地域の人や大学生なども参加して、畑作業をしたり、空き店舗
の改修を手伝ってもらったりと、皆さんのご助力もあり、少し
ずつですが、お店らしくなってきました。
　7月からは、一足先に卸業務のみスタートしています。当初
は8月の店舗オープンを予定していたのですが、台風や資材の
関係で、10月1日の「コーヒーの日」のオープンを目標に、現在
奮闘中です。また、今現在、店舗と同時に島外でのコーヒー
イベント出店用に、移動販売車を DIYで手作りしています。
海と山という意味で、『モンスマーレ号』と名付けました。
　11月2日に大阪で のコーヒーイベント『Today’s coffee 
festival』でゲスト出演予定のトークイベントを皮切りに、全国
各地で伊仙町産のコーヒーやお茶を提供していく予定ですの
で、皆さん楽しみにしていてください！それでは、みなさん、
暑い日が続きますので、体調管理には、くれぐれもご注意いた
だき、ご自愛ください。

*今後のイベント予定*

●  9月8日 ティダフェスティバル 大阪城野外音楽堂
●  9月28・29日 長野コーヒーフェスティバル
● 10月19・20日 東京コーヒーフェスティバル
● 11月2日 Today’s coffee festival 大阪
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INFORMATION
巡
回
行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

「
困
っ
た
ら  

一
人
で
悩
ま
ず  

行
政
相
談
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、
年
金
、

道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
の
国
の
行
政
に
関
す

る
疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕

組
み
・
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
左
記
日
程
に
て
行
政
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
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問
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合
わ
せ
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仙
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場　

総
務
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
22
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
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だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
島
消
費
生
活
相
談
所

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

0
9
9
9

　

伊
仙
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令
和
元
年
度

移
動
消
費
生
活
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
プ
ロ
の
先
生
が

来
島
し
、
日
頃
起
こ
り
得
る
消
費
生
活
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、お
隣
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

未
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創
生
課
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水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

７
月
９
日
（
火
）
鹿
浦
小
学
校
の
４
年
生

３
名
が
社
会
科
見
学
で
水
道
課
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
ず
、水
道
課
内
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を

使
用
し
て
「
水

が
で
き
る
ま

で
」の
説
明
を

行
い
、そ
の
後
、

昨
年
よ
り
運
用

開
始
さ
れ
た
東

部
浄
水
場
へ
移

動
し
、
施
設
の

見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　

７
月
下
旬
よ
り
、
上
検
福
・
東
伊
仙
・
阿
三

地
区
に
て
水
道
管
布
設
替
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
９
月
上
旬
よ
り
喜
念
・
目
手

久
・
中
山
地
区
で
も
工
事
着
工
予
定
で
す
。

周
辺
の
皆
様
に
は
工
事
中
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

７
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

　

７
月
30
日
現
在 

７　
件

　

今
年
度
累
計 

43　
件　

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

水
道
課
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L

：

8
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3
1
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（
内
線
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⃝
水
道
課

■
相
談
所
開
設
日

　

令
和
元
年
９
月
27
日
（
金
）

■
時
間
・
場
所
　　

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

　

西
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～ 

４
時

　

中
央
公
民
館

■
伊
仙
町
の
行
政
相
談
委
員
　　

　

大
河 

た
み
子
さ
ん

■
日
時

　

令
和
元
年
10
月
24
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
３
時

■
場
所

　
中
央
公
民
館

　

※
詳
細
は
後
日
、Ｈ
Ｐ・
町
内
放
送
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
⃝
総
務
課

　
⃝
未
来
創
生
課
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

ご
み
分
別
徹
底
と
指
定
袋
へ
の

名
前
記
入
の
お
願
い

　

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
、
可
燃
・
不
燃
・

資
源
な
ど
の
分
別
が
不
十
分
な
も
の
が
非
常

に
多
く
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ご
み
の
収
集
業
者
に
よ
る
収
集
ご
み
や
住
民

に
よ
る
持
ち
込
み
ご
み
の
い
ず
れ
も
同
じ

状
況
で
す
。

　

特
に
燃
や
せ
る
ご
み（
青
い
指
定
袋
）の
中

に
、
資
源
系
ご
み（
缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
段
ボ
ー
ル
）
の
混
入
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
持
ち
込
み
ご
み
に

お
い
て
は「
肥
し
袋（
肥
料
袋
）」、「
段
ボ
ー
ル
」

に
入
れ
て
持
ち
込
む
も
の
も
目
立
ち
ま
す
。

　

持
ち
込
み
ご
み
に
関
し
て
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
指
導
し
、
適
切
な
処
理

（
中
身
を
こ
ぼ
し
肥
し
袋
は
持
ち
帰
り
、
段

ボ
ー
ル
は
資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
混
載
ご
み（
袋
等
に

入
れ
ず
不
分
別
の
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
等
で
搬
入
）

も
多
く
、持
ち
込
み
し
た
本
人
も
何
の
ご
み
か

分
か
ら
ず
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
で
分
別

作
業
を
行
う
た
め
、業
務
量
が
非
常
に
多
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
み
の

分
別
を
徹
底
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

  

持
ち
込
み
ご
み
に
つ
い
て
、一
部
の
町
民
の

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
の
誘
導
、降
ろ
す

場
所
の
案
内
、声
掛
け
に
も
関
わ
ら
ず
、不
適

切
な
場
所
へ
の
ご
み
の
搬
入
や
持
ち
込
み
で

き
な
い
ご
み（
産
業
廃
棄
物
・
パ
ソ
コ
ン
・

テ
レ
ビ
等
の
家
電
な
ど
）の
搬
入
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

《
違
反
例
》

持
ち
込
み
で
き
な
い
ご
み
の
搬
入
の
よ
う
す

“

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律”

の
中
に“

国
民
の
責
務”

と
い
う
項
目

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

国
民
は
、
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
し
、
再
生

品
の
使
用
等
に
よ
り
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を

図
り
、
廃
棄
物
を
分
別
し
て
排
出
し
、
そ
の

生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
処
分
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な

処
理
に
関
し
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
り
ま
す
。
袋
に
名
前
を
書
く
と
い
う
こ

と
は
こ
の
法
律
を
守
っ
て
私
は
ご
み
を
出
し

ま
し
た
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
に
、
２
０
１
９
年
度
版
の
「
家
庭
ご

み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
手
引
書
」
を

全
世
帯
へ
配
布
し
ま
し
た
。
古
い
手
引
書
と

は
内
容
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
手
引

書
に
も
と
づ
い
て
、
分
別
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

鉄
骨

古い手引書 新しい手引書

ス
プ
リ
ン
グ
ベ
ッ
ド

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
タ
イ

ミ
ン
グ
は
指
定
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
で

す
。
指
定
日
以
外
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定
袋
に
は
名

前
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

名
前
を
記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
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仙
町
役
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浄
化
槽
法
定
検
査（
法
第
十
一
条
）

受
検
の
お
願
い

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び

清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正

に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、
不
適
事
項
が

あ
れ
ば
、
行
政
及
び
関
係
者
が
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
で
あ
る（
公
財
）
鹿
児
島
県

環
境
保
全
協
会
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場

で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
、

持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
） 検
査
対
象
と
な
っ
た

浄
化
槽
（
設
置
年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い

ま
す
）に
つ
い
て
は
、事
前
に
指
定
検
査
機
関

か
ら
日
程
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
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せ

　

鹿
児
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関

　（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
9
6-

9
0
0
0

h
ttp

://w
w

w
.k

a
g

o
sh

im
a

-
kankyou.or.jp/

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
6
8
5

　

徳
之
島
保
健
所
　
衛
生
環
境
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
2-

2
7
7
6

　

伊
仙
町
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
1

（
内
線
69
）

　
⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

� 広報いせん  令和元年 9月号（No.344）



��広報いせん  令和元年 9月号（No.344）



（内線 55）

�� 広報いせん  令和元年 9月号（No.344）



伊仙町商工会の窓

盛福堂パン
業務用パンも販売

2019年
 9月

号
令

和
元

年
 9

月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課（

情
報

発
信

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
）

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

松田 ひなたちゃん（5歳）

松田 みなみちゃん（3歳）

わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単な PR 文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い
合わせ

（5歳）

（3歳）

町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？ 伊仙町役場  未来創生課お問い 伊仙町役場  未来創生課

妹想い、姉想い 

そして、人想いの

二人でいてね (̂ _ )̂

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

宮
永

愛あ
い
し
ん慎

宮
永

次
人

伊
仙

● 

田
中

縁え
ん

田
中

綜
馬

犬
田
布

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

　 

元
田

貴
光

喜
念

　 

桐
野

莉
絵

宮
崎
県

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
中
伊
仙
西

福
元 

き
ぬ
子
さ
ん
（
亡  

福
元 

章
雄
さ
ん
）
71
歳

○
木
之
香

野
村 

清
幸
さ
ん

（
亡  

野
村 

ユ
キ
さ
ん
）
99
歳

○
東
伊
仙
東

福
本 

純
雄
さ
ん

（
亡  

福
本 

イ
ソ
子
さ
ん
）
85
歳

○
東
面
縄

富
山 

路
家
さ
ん

（
亡  

富
山 

ヨ
シ
さ
ん
）
86
歳

○
西
伊
仙
東

佐
平 

ノ
ブ
子
さ
ん
（
亡  

佐
平 

弘
忠
さ
ん
）
86
歳

人口の動き
（2019年7月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,645 人

男 3,373 人

女 3,272 人

世帯数 3,478 世帯

出生 6 人

死亡 9 人

転入 13 人

転出 14 人

戸
籍
の
窓

お土産品

徳之島
マンゴー




